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雲仙市消防出初式（小浜町）
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○南高北東部環境衛生組合の解散
旧有明町（島原市）、旧国見町、旧瑞穂町のゴミ収集などを行っていた南高北東部環境衛生

組合が、平成２３年３月３１日をもって解散する。

今後は雲仙市・島原市が業務を引き継ぐ。

○南高北東部環境衛生組合の解散に伴う財産処分
南高北東部環境衛生組合が所有していた財産を次のとおり処分する。

� 建物……島原市

� 物品（パッカー車などの自動車）……島原市５台、雲仙市４台

� 備品（パソコン・電話機・机・椅子など）……島原市

� 現金……島原市４０．８１％、雲仙市５９．１９％

○市長・副市長の給料の減額

国民宿舎望洋荘で食中毒を発生させた管理監督上の責任を取り、市長と担当副市長の給料の

平成２３年１月分を次のとおり減額する。

� 市長……１００分の１０（１ヵ月分）

� 副市長…１００分の５（１ヵ月分）

福祉医療費（乳幼児分）の条例の一部改正

平成２３年４月１日から乳幼児の福祉医療費の支給方法が「償還払い」方

式に加え「現物給付」方式が新たに導入されるため条例の一部を改正する。

病院での支払いは、医療機関ごとに診療となる。
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○職員人件費の減額

人事院勧告に伴い一般職の若年層を除く給料の引き下げ及び１２月期末勤勉手当を減額する。

これを参考に特別職も調整する。

� 給料表の改正（若年層を除いて０．１９％の減）

� 期末勤勉手当支給月数の改正

� 一般職 １２月支給 期末手当 １．５月分 →１．３５月分

勤勉手当 ０．７月分 →０．６５月分

� 特別職 １２月支給 期末手当 １．６５月分→１．５月分

○予防接種事業（新型インフルエンザ予防接種）

新型インフルエンザへの感染による死亡者や重病者の発生を減らすために、ワクチン接種を

継続して実施する。

○地域総合整備資金貸付事業（新規）
財団法人地域総合整備財団を経由して、民間事業者（医療法人伴帥会：愛野記念病院）へ無

利子で資金の貸付を行い、地域振興に資する民間事業活動等を支援し、活力と魅力ある地域づ

くりを推進する。

� 事業内容

耐震化整備に伴う病院建替事業への資金貸付

� 事業費（貸付額）

平成２２年度 １億１，２００万円

（平成２３年度予算案に計上予定４億４００万円）

� 建替にかかる工期

平成２３年２月１日から平成２４年３月３１日

補正後予算額

４４，０１７

今回補正額

７，４９０

補正前予算額

３６，５２７

（単位：千円）

建替を行う愛野記念病院
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論討対反

補正の内容に、医療法人「伴帥会」（ばんすい

かい）・愛野記念病院の病院建て替えにあたって、

今年度１億１２００万円、来年度に４億４００万円、合

計５億１６００万円を無利子で貸し付けるという計画

がある。そのための市の実質負担額は９５７万８千

円とされている。愛野記念病院は地域の中核医療

機関として、住民に大きく貢献していることは誰

もが認めるところである。しかし、今回の貸し付

けはそれとは別物として考えなければならない。

市の補助は苦しい事業者に行うべきと考えるが、

当該法人は年々患者も増え、売上げも増加してい

る超優良企業とも言うべきものである。市が補助

をしなくても、他から資金調達できるのではない

か。苦しい立場にある事業所に対して援助するこ

とが今ほど求められている時はない。

市長と伴帥会とは特別な関係があるのではない

か、という疑問に対しての明確な答弁もない。以

上のような理由から反対する。（上田 篤議員）

今回補正の主な内容は、生活保護費支援事業、

放課後児童クラブ送迎支援事業、予防接種事業、

耕作放棄地解消基盤整備事業、地域総合整備資金

貸付事業などである。

この地域総合整備資金貸付事業は、平成２１年度

までに全国各地で３，５８７件活用され、長崎県内に

おいてもさまざまな事業所が活用しており、本市

においても過去６件の活用がなされている。

今回貸付に対する担保も連帯保証として金融機

関が設置されており、利子に対し約７５％が交付税

に補てんされ、建替による固定資産税などの税収

増が見込まれる。なお、５名以上を新規採用しな

ければならないとの条件から、市当局としても市

内在住者の雇用を強く要請しているところである。

また、各常任委員長報告のとおり慎重審査が行

われ、原案を可決すべきものと決定されており、

市民のために速やかにかつ円滑に事業が実施され

ることを要望し賛成する。 （深堀善彰議員）

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
○市議会議員の期末手当の減額

昨今の経済不況に伴う厳しい社会情勢から判断し、市議会議員の期末手当を減額する。

討 論

平成２２年度

１．６０

１．５５

３．１５

現 行

１．６０

１．７０

３．３０

６月

１２月

合計

論討成賛

平成２２年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）

〈可決〉
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論討対反論討成賛

国営諫早湾干拓事業の潮受堤防排水門の開門に対する意見書〈可決〉

●科学的枠組みでは、漁業・農業が両立できる解決策を

探り、地道な理解を求めていく以外に解決の道はないと

いう新聞の解説に、一議員として、一漁業関係者として

同感する。漁民だけが良くなろうとは思っておらず、同

じ地域の住民同士、農業も漁業も共存のできる道は必ず

あると思われる。

佐賀、福岡判決の意を汲み取り、未来永劫この有明海

を再生させ、私たちの孫子のため豊かな海を取り戻し、

豊かな暮らしができるよう念じ、反対討論とする。

（小畑吉時議員）

●裁判所が農水省に対して中長期開門を求めたのは今回

で４回目であり、これを忘れてはならない。意見書では

「開門すれば重大な被害が出る」としているが、漁民側

は「いきなり全開にするのではなく、段階的な開門」を

提案している。他にも「潟土の堆積」「塩害の恐れ」な

ど問題点を上げているが、いずれも漁民側が合理的な反

論を行っており、「長期開門調査」は可能である。漁業

者と農民の願いを実現、その両立は可能であると考える。

よって意見書に反対である。 （上田 篤議員）

●国営諫早湾干拓事業は平成１９年度に完成し、地域の防

災機能は飛躍的に向上し、新干拓地の大規模で先進的な

環境保全型農業も軌道に乗り、安心・安全な生活ができ

るようになった。５年間の開門を命じた１審判決を支持

する福岡高裁判決は、防災・背後地の営農・湾内の漁場

環境にも大きな被害を及ぼすことを全く無視した判決で

ある。地域の生命・財産を守る防災上の観点に加え、農

地と農業を守り、漁場の安定と漁業の振興を強く望む立

場に立って、開門調査には絶対反対である。よって意見

書に賛成である。 （大久保信一議員）

●諫干事業完成後は、堤防は背後地への防災機能を発揮

するとともに、干拓地は４１の個人・法人が入植し、３年

目を迎えた営農も軌道に乗りつつある。常時開門は調整

池の機能が失われ、再び高潮や洪水により人命財産を奪

われることへの生活不安と、農業や漁業にも深刻な被害

を受けることが明白であります。開門の代償は農業・漁

業を始め多くの被害に対し想像もできない莫大な補償額

が必要であり、高裁の判決は到底容認できるものではあ

りません。速やかに上告することへの本意見書に賛成で

ある。 （浦川康二議員）

去る１２月６日に、諫早湾干拓事業の潮受堤防撤去および常時開門等を求める「工事差止等請求事件」の控

訴審において、国に５年間の開門を命じた一審判決を支持する内容の判決が福岡高等裁判所より出された。

当判決は、排水門を常時開放しても、防災上やむをえない場合にこれを閉じることにより、その防災機能

を相当程度確保できるとしているが、排水門を常時開放すれば、締め切り以前と同様、背後地の既設樋門の

前や河口部に潟土が堆積し、排水不良を起こすばかりか、調整池の水位は海側の潮位に連動し、地域住民は

大雨の度に再び洪水の危険にさらされることとなる。干満の度に排水門付近に発生する激流により、ようや

く軌道に乗ってきた湾内の漁場環境にも支障を及ぼすことになる。

また、本干拓地営農にとって潮受堤防の締め切りが必要不可欠といえないとしているが、代替水源の問題

や塩害の問題などへの実現可能な具体的対策を示さないままの判決である。このように、潮受堤防が果たし

ている防災効果や代替水源がない中で調整池が営農上不可欠であるという実態を全く無視した判決となって

おり、高潮・洪水等による人命、財産への重大な被害や農業、漁場への深刻な被害を受けるのは地域住民で

あり、到底容認できるものではない。

よって、国におかれては、地元雲仙市の実情と考えを十分に理解していただき、潮受堤防排水門が絶対に

開門されることがないよう、今回の判決を不服として、速やかに上訴されることを強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２２年１２月９日

長崎県雲仙市議会

討 論

送付先は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・農林水産大臣・環境大臣・内閣官房長官です。
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論討対反論討成賛

国営諫早湾干拓事業の福岡高裁判決に対する国の上告放棄に抗議する決議〈可決〉

今回の福岡高裁判決は全国的な注目をあびてい

たものであり、佐賀地裁判決後に２年半もの長期

の詳細な検討が行われた上で出されたものである。

これを尊重して、国が上告を断念したのは当然。

地元住民の様々な疑問にも、この間の審理で尽く

されている。万が一の場合の補償などは当然で、

漁業者、農業者などの関係者で十分な検討をすれ

ば誰でもが納得できる開門方法は得られる。科学

的・客観的な環境影響評価をするためには、長期

開門調査は不可欠である。 （上田 篤議員）

１２月１５日、菅総理は地元に対して何ら説明報告

もなく、諫早湾干拓事業に係る福岡高裁の判決に

上告しないと、マスコミを通じ発表された。地元

の防災上の課題、農業、漁業に及ぶ被害や影響等

何ら考慮することなく、一切の説明もなく一方的

に判断されたことに大変憤りを感じている。本来

諫早湾干拓事業は、国営事業で既に完成し、大規

模営農が実施され、防災効果も発揮しているとこ

ろである。よって今回の発言を撤回し上告を求め

る決議に賛成である。 （大久保信一議員）

討 論

去る１２月１５日、菅総理は、突然、地元に何ら説明もなく、一方的に福岡高裁判決について上告しないこと

を発表した。

しかしながら、国営諫早湾干拓事業は、幾多の豪雨や高潮等により尊い生命や財産を奪われてきた雲仙市

民の悲願のもと、平成２０年３月に完成し、それ以後は優れた防災機能を発揮し、地元住民はようやく安全・

安心な生活ができるようになっている。また、新干拓地では意欲ある農業者による大規模営農が展開され、

調整池とその周辺では淡水化による新たな生態系も形成されている状況にある。

潮受堤防排水門が開門されれば、以前のような深刻な水害等が発生することは明白である。したがって、

防災や農業、漁業、環境への影響を科学的かつ客観的に分析するための環境影響評価を実施し、その検証結

果を最大限に尊重したうえで誰もが納得できる判断をするように求め、地元の同意なくして開門調査は絶対

に行わないようこれまで要望してきたところである。

今回の福岡高裁判決は、地元の実態を全く踏まえず、国営諫早湾干拓事業の防災機能と営農等を低く評価

し、開門による地元住民や農業、漁業、環境等への影響を全く理解していない内容であり、われわれ雲仙市

議会としても、国に上告を求める意見書を可決し、国や政府、与野党に要請したばかりである。

そもそも諫早湾干拓事業は、地元の協力のもとに国営事業で実施されたのであり、開門調査にあたっては、

地元の声を全く無視することはできないはずである。それにも拘わらず、科学的根拠に基づくこともなく、

地元住民の意見を何ら聞くこともなく、菅総理が一方的に上告を放棄して開門する方針を表明されたことは、

甚だ遺憾である。

よって、国営諫早湾干拓事業の防災効果や新干拓地における大規模営農、開門による諫早湾内外への様々

な影響等を考慮すれば、菅総理は、まずは実態を正確に把握したうえで、自らの発言を撤回し、上告を行う

よう強く抗議する。

以上決議する。

平成２２年１２月１８日

長崎県雲仙市議会

送付先は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・農林水産大臣・環境大臣・内閣官房長官です。
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ＴＰＰに参加しないことを求める意見書〈可決〉

１１月９日、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）について「関係国との協議を開始する」と

明記した「包括的経済連携に関する基本方針」が閣議決定された。もしＴＰＰを締結すれば、地

域経済、社会、雇用が大打撃を受けるのは必至である。

農林水産省はＴＰＰに参加した場合、国内の農業生産額が４兆１千億円減少するとの試算結果

を発表した。長崎県は、農林水産省が試算した１９品目のうち県内で該当する１０品目で、４９７億円

の農業産出額が減少するとの試算を発表し、雲仙市においても６２億円の農業産出額が減少する見

込みである。

さらに、食料自給率は１４％に落ち込むとされ、政府は「食料・農業・農村基本計画」において

食糧自給率の５０％達成を明示したが、それにも反するものである。

このように、命の源である食を今以上に他国に依存することにより独立国としての基盤が失わ

れ、また輸入食品の安全性や異常気象による食糧生産への影響が危惧されるとともに、食に関わ

る地域産業や雇用も失われ、耕作放棄地が今以上に拡大し、美しい棚田の景観や治水機能等の多

面的機能も損なわれることとなる。

政府が農業の構造を改善すると言っても、アメリカ・オーストラリア・ニュージーランドの数

百・数千�規模の農業と競争することはもともと不可能であり、限られた土地を基盤として季節
に沿って営む農業にとっては、市場経済における関税などの国境措置対策は不可欠である。現在

日本が農産物にかける関税は平均１２％で、農産物輸出国のＥＵ２０％、アルゼンチン３３％、ブラジ

ル３５％などより低くなっている。

よって、国におかれては、我が国の第１次産業を守るため、ＴＰＰに参加しないよう強く要望

する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２２年１２月２２日

長崎県雲仙市議会

衆議院議長 横路 孝弘 様

参議院議長 西岡 武夫 様

内閣総理大臣 菅 直人 様

農林水産大臣 鹿野 道彦 様

経済産業大臣 大畠 章宏 様

外務大臣 前原 誠司 様

内閣官房長官 仙谷 由人 様

国家戦略担当大臣 玄葉光一郎 様

雲仙市議会だより●第２３号（平成２３年２月）7



議決結果

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

事 件 名

平成２１年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２１年度雲仙市水道事業会計決算認定について

平成２１年度県央広域圏西部地区塵芥処理一部事務組合一般会計歳入歳出決算認
定について

長崎県市町村総合事務組合規約の変更について

長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について

南高北東部環境衛生組合の解散について

南高北東部環境衛生組合の解散に伴う財産処分について

島原地域広域市町村圏組合規約の変更について

県央地域広域市町村圏組合規約の変更について

別所ダム管理条例の制定について

雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

雲仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて

雲仙市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について

損害賠償の額の決定及び和解について

損害賠償の額の決定及び和解について

平成２２年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について

平成２２年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案について

議案番号

認定 第１号

認定 第２号

認定 第３号

認定 第４号

認定 第５号

認定 第６号

認定 第７号

認定 第８号

認定 第９号

認定 第１０号

認定 第１１号

議案 第８５号

議案 第８６号

議案 第８７号

議案 第８８号

議案 第８９号

議案 第９０号

議案 第９１号

議案 第９２号

議案 第９３号

議案 第９４号

議案 第９５号

議案 第９６号

議案 第９７号

議案 第９８号

議案 第９９号

平成２２年第４回雲仙市議会定例会 議決結果
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議決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採 択

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

事 件 名

平成２２年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２２年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２２年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２２年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について

指定管理者の指定について

雲仙市過疎地域自立促進計画の策定について

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

ＴＰＰに関する陳情書

雲仙市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
について

国営諫早湾干拓事業の潮受堤防排水門の開門に対する意見書について

国営諫早湾干拓事業の福岡高裁判決に対する国の上告放棄に抗議する決議につ
いて

ＴＰＰに参加しないことを求める意見書について

議案番号

議案 第１００号

議案 第１０１号

議案 第１０２号

議案 第１０３号

議案 第１０４号

議案 第１０５号

議案 第１０６号

諮問 第４号

諮問 第５号

諮問 第６号

陳情 第３号

発議 第３号

発議 第４号

発議 第５号

発議 第６号

２５

松

尾

文

昭

○

○

○

●

○

○

２４

中

村

一

明

○

○

○

○

○

▲

２３

中

村

勲

○

○

○

○

○

○

２２

岩

永

基

和

○

○

○

○

○

○

２１

町

田

誠

○

○

○

●

○

○

２０

福

田

大

東

○

○

○

○

○

○

１９

岩

下

勝

○

○

○

○

○

○

１８

小

田

孝

明

○

○

○

●

○

○

１７

柴

田

安

宣

○

○

○

－

▲

○

▲

１６

井

上

武

久

○

○

○

－

○

▲

１５

元

村

康

一

○

○

○

○

▲

○

▲

１４

小

畑

吉

時

○

○

○

○

投票

●

▲

１３

大
久
保

正

美

○

○

○

●

○

○

１２

前

川

治

○

○

○

○

○

▲

１１

森

山

繁

一

○

○

○

○

○

○

１０

町

田

康

則

○

○

○

○

○

▲

９

上

田

篤

●

●

●

●

●

●

８

前

田

哲

○

○

○

○

○

○

７

深

堀

善

彰

○

○

○

○

○

○

６

大
久
保

信

一

○

○

○

○

○

○

５

浦

川

康

二

○

○

○

●

○

○

４

平

野

利

和

○

○

○

○

○

○

３

酒

井

恭

二

○

○

○

○

○

▲

２

坂

本

弘

樹

○

○

○

○

○

○

１

林

田

哲

幸

○

○

○

○

○

○

議席番号

表
決
数

２４：１

２４：１

２４：１

１７：６

２０：３

２３：２

１６：１

結

果

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

平成２１年度一般会計歳入歳出
決算認定

平成２１年度国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定

平成２１年度後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定

平成２２年度一般会計補正予算
（第６号）

教育委員会委員の任命について

国営諫早湾干拓事業の潮受堤
防排水門の開門に対する意見
書

国営諫早湾干拓事業の福岡高
裁判決に対する国の上告放棄
に抗議する決議

賛 否 表

○は賛成 ●は反対 －は棄権 ▲は欠席
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決算特別委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、
平
成
２１
年
度
決
算
認

定
１
号
か
ら
認
定
１１
号
ま

で
の
１１
案
件
に
つ
い
て
９

月
２９
日
か
ら
１０
月
８
日
に

各
小
委
員
会
で
審
査
し
、

１０
月
２２
日
、
本
特
別
委
員

会
を
開
催
し
審
査
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
市

長
よ
り
提
出
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び

基
金
運
用
状
況
審
査
意
見
書
、

主
要
施
策
の
成
果
説
明
書
な

ど
を
基
に
審
査
し
た
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

総
務
・
文
教
厚
生
小
委
員
会

か
ら
の
報
告

全
会
一
致
で
認
定
。

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

報
告賛

成
多
数
で
認
定
。

産
業
建
設
小
委
員
会
で
の
反

対
討
論

事
業
に
お
け
る
補
助
の
あ

り
方
に
納
得
で
き
な
い
。
市

政
の
運
営
の
仕
方
と
し
て
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
反
対
。

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

意
見
と
し
て

産
業
の
振
興
策
は
必
要
で

あ
る
が
、
全
額
や
全
額
に
近

い
補
助
金
を
出
す
こ
と
が
産

業
の
振
興
に
繋
が
ら
な
い
。

補
助
事
業
の
あ
り
か
た
、
全

産
業
の
バ
ラ
ン
ス
、
事
業
の

必
要
性
な
ど
を
勘
案
し
、
各

施
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

特
別
委
員
会
で
の
付
帯
決
議

補
助
金
を
交
付
す
る
上
で

内
容
に
重
要
な
変
更
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
一
担
当
部
の

判
断
に
よ
る
こ
と
な
く
、
財

政
課
と
の
協
議
や
市
長
ま
た

は
副
市
長
へ
書
面
に
よ
る
決

裁
を
受
け
る
こ
と
を
徹
底
し
、

議
会
に
対
し
て
も
何
ら
か
の

説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

今
後
、
更
に
適
正
か
つ
慎
重

な
予
算
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

賛
成
多
数
で
認
定
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

賛
成
多
数
で
認
定
。

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

賛
成
多
数
で
認
定
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

温
泉
浴
場
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

産
業
建
設
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

平
成
２１
年
度
県
央
広
域
圏

西
部
地
区
塵
芥
処
理
一
部

事
務
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

文
教
厚
生
小
委
員
会
か
ら
の

報
告全

会
一
致
で
認
定
。

特
別
委
員
会
で
の
決
定

全
会
一
致
で
認
定
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
２３
年
度

事
業
等
に
反
映
す
る
よ
う
求

め
る
。

決
算
審
査

10雲仙市議会だより●第２３号（平成２３年２月）



常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
５
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
案

歳
入
で
は
普
通
交
付
税
の
増

額
、
地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
事
業
債
の
新
規
計
上
等

歳
出
で
は
人
事
院
勧
告
に
伴

う
特
別
職
を
含
む
職
員
人
件

費
の
減
額
等
。
全
会
一
致
で

原
案
ど
お
り
可
決
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
策
定

質
疑

農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
並
び
に
漁

業
担
い
手
確
保
推
進
事
業
は

平
成
２４
年
度
以
降
の
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

国
、
県
に
お
い
て
、

平
成
２３
年
度
ま
で
は
継
続
実

施
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事

業
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

平
成
２４
年
度
以
降
は
継
続
さ

れ
る
か
不
明
で
あ
る
た
め
。

質
疑

当
初
か
ら
本
計
画
に

記
載
の
な
い
事
業
は
追
加
出

来
る
の
か
。

答
弁

計
画
に
記
載
の
な
い

事
業
に
お
い
て
も
、
そ
の
都

度
、
変
更
手
続
き
を
す
る
こ

と
で
対
応
で
き
る
。

質
疑

雲
仙
市
の
人
口
は
、

こ
の
４
年
間
で
２
、１
０
７

人
、
１
年
間
当
た
り
５
２
６

人
、
人
口
が
減
っ
て
お
り
、

市
民
の
購
買
力
か
ら
考
え
る

と
何
十
億
円
も
減
少
し
て
い

る
。
本
計
画
に
お
い
て
、
人

口
減
少
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁

こ
の
よ
う
な
過
疎
対

策
事
業
を
実
施
し
て
い
な
け

れ
ば
、
市
の
過
疎
化
は
よ
り

進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
人
口
増
加
に
つ
い
て

は
、
総
合
的
な
施
策
に
な
る

定
住
対
策
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

質
疑

人
口
流
出
を
防
ぐ
た

め
、
税
制
面
、
住
宅
環
境
面

な
ど
も
含
め
た
総
合
的
に
魅

力
あ
る
対
策
を
本
計
画
に
も

盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答
弁

市
に
お
い
て
、
平
成

１７
年
度
か
ら
平
成
２１
年
度
ま

で
の
間
に
、
こ
の
過
疎
対
策

事
業
に
よ
っ
て
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
１
１
３
億
円
の

事
業
を
実
施
し
、
約
４８
億
円

の
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
社

会
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
公
共

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
雇
用
確
保
に
も
結
び
つ

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
過
疎
対
策
事
業
債
を

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
変
更
し
本
計
画
に
計
上

し
て
い
き
た
い
。

質
疑

こ
の
議
案
が
可
決
さ

れ
た
場
合
、
事
業
実
施
が
確

約
さ
れ
る
の
か
。

答
弁

今
後
６
年
間
の
う
ち

に
実
施
が
見
込
ま
れ
る
、
又

は
、
実
施
の
可
能
性
の
あ
る

各
種
事
業
の
う
ち
、
過
疎
対

策
事
業
債
の
充
当
が
見
込
ま

れ
る
事
業
を
幅
広
く
本
計
画

に
計
上
し
て
い
る
が
、
各
年

度
の
予
算
計
上
・
事
業
執
行

に
つ
い
て
は
確
約
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

質
疑

事
業
計
画
の
総
額
で

平
成
２３
年
度
、
平
成
２４
年
度

は
約
４３
億
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
２７
年
度
は
２０
億
円

足
ら
ず
に
な
っ
て
い
る
が
ど

う
し
て
な
の
か
。

答
弁

５
年
先
の
平
成
２７
年

度
と
な
る
と
、
見
込
み
が
難

し
く
計
上
し
に
く
い
た
め
。

質
疑

毎
年
度
の
計
画
に
基

づ
い
た
実
績
報
告
は
あ
る
の

か
。

答
弁

決
算
時
に
過
疎
対
策

事
業
債
の
発
行
額
は
報
告
し

て
い
る
が
、
実
績
報
告
は
し

て
い
な
い
。
今
後
は
、
決
算

の
際
に
実
績
報
告
の
資
料
も

提
出
し
た
い
。

総

務

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

付 託 案 件

長崎県市町村総合事務組合規約の変更

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例ほか１件

平成２２年度一般会計補正予算（第６号）案

過疎地域自立促進計画の策定

委員会審議

雲仙市議会だより●第２３号（平成２３年２月）11



常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
８
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

南
高
北
東
部
環
境
衛
生
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

質
疑

処
分
す
る
建
物
、
物

品
、
備
品
に
つ
い
て
配
分
の

仕
方
で
、
評
価
額
を
配
分
率

で
勘
案
・
算
定
し
、
配
分
し

て
い
る
の
か
。

答
弁

評
価
額
は
算
定
し
た

が
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
解

体
を
し
て
更
地
に
戻
し
て
返

す
方
法
も
あ
っ
た
が
、
島
原

市
が
継
続
し
て
他
の
業
務
で

建
物
を
使
用
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
解
体
費
用
は
計
上
せ

ず
島
原
市
が
引
き
取
り
、
あ

と
の
解
体
費
用
に
つ
い
て
も

島
原
市
が
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
島
原
市
に
帰
属
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。
備
品
類
に
つ

い
て
は
年
数
が
か
な
り
経
過

し
た
も
の
が
多
く
、
処
分
費

が
必
要
と
な
る
が
、
処
分
費

を
島
原
市
が
負
担
す
る
こ
と

も
あ
り
、
島
原
市
に
帰
属
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
。
物
品
に

つ
い
て
、
パ
ッ
カ
ー
車
な
ど

の
車
両
は
、
配
分
率
に
よ
り

算
定
し
分
配
し
て
い
る
。

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
規
約
の
変
更

質
疑

新
た
に
県
央
地
域
広

域
市
町
村
圏
組
合
に
瑞
穂
町

と
国
見
町
が
移
管
す
る
こ
と

で
、
雲
仙
市
の
負
担
金
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
弁

島
原
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
負
担
金
は
平
成
２２

年
度
１
、０
４
６
万
４
千
円
、

平
成
２３
年
度
１５
万
３
千
円
で
、

１
、０
３
１
万
１
千
円
の
減

と
な
る
。
県
央
地
域
広
域
市

町
村
圏
組
合
負
担
金
は
、
平

成
２２
年
度
２
、６
７
６
万
８

千
円
、
平
成
２３
年
度
３
、６

２
９
万
８
千
円
で
９
５
３
万

円
の
増
と
な
り
、
ト
ー
タ
ル

で
み
る
と
、
７８
万
１
千
円
の

減
と
な
る
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
案

質
疑

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

送
迎
支
援
事
業
に
つ
い
て
事

業
採
択
の
要
件
は
。

答
弁

複
数
の
小
学
校
区
児

童
の
受
入
ま
た
は
障
害
児
の

受
入
を
し
、
送
迎
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
。

質
疑

小
学
校
共
通
管
理
費

に
つ
い
て
、
平
成
２３
年
４
月

か
ら
小
学
校
児
童
が
使
用
す

る
教
科
書
が
新
し
く
な
る
こ

と
に
伴
う
教
師
用
指
導
書
購

入
費
が
計
上
し
て
あ
る
が
、

当
初
予
算
で
組
め
な
か
っ
た

の
か
。

答
弁

平
成
２３
年
度
の
教
科

書
改
訂
に
伴
う
採
択
作
業
が

今
年
度
あ
っ
て
お
り
、
教
科

書
価
格
の
提
示
が
今
年
の
１０

月
で
あ
っ
た
た
め
補
正
予
算

で
の
対
応
と
な
っ
た
。

質
疑

児
童
用
教
科
書
の
変

更
点
は
。

答
弁

主
な
変
更
点
は
教
科

書
の
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
る
こ

と
で
、
教
科
毎
で
は
、
国
語

２５
・
２
％
、
社
会
１６
・
８
％
、

算
数
３３
・
２
％
、
理
科
３６
・

７
％
ペ
ー
ジ
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
発
展
的
な

学
習
や
、
つ
ま
ず
き
や
す
い

内
容
の
繰
り
返
し
学
習
な
ど
、

指
導
し
や
す
い
構
成
と
な
り
、

家
庭
学
習
が
重
視
さ
れ
て
い

る
中
、
家
庭
学
習
で
も
使
い

や
す
い
よ
う
、
丁
寧
な
記
述
、

練
習
問
題
や
文
章
量
の
充
実

に
努
め
た
教
科
書
の
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

質
疑

教
科
書
が
変
更
に
な

る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
時
間

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

授
業
実
数
が
増
加
し
、

内
訳
は
、
１
・
２
年
生
が
週

２
時
間
、
３
〜
６
年
生
が
週

１
時
間
の
授
業
時
間
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
。

質
疑

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
委
託
料
に
つ
い
て
、

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
が

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

答
弁

補
正
予
算
計
上
時
と

来
年
度
当
初
予
算
で
計
上
し

た
実
施
時
期
の
差
が
あ
ま
り

無
い
こ
と
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
感
染
症
と
比
べ
て
、
感
染

方
法
が
空
気
感
染
な
ど
と

違
っ
て
お
り
、
大
事
な
予
防

接
種
で
は
あ
る
が
、
緊
急
的

な
対
応
を
要
し
な
い
こ
と
、

十
分
な
周
知
期
間
を
設
け
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
雲
仙
市
は

平
成
２３
年
度
予
算
に
計
上
し
、

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
対

象
者
は
今
年
度
予
算
化
を
し

た
場
合
の
対
象
者
で
あ
る
中

学
３
年
生
を
対
象
と
す
る
た

め
、
来
年
度
は
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
予

定
で
あ
る
。

文
教
厚
生

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

付 託 案 件

長崎県病院企業団規約の変更に関する協議

南高北東部環境衛生組合の解散ほか１件

島原地域広域市町村圏組合規約の変更ほか１件

雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

平成２２年度一般会計補正予算（第６号）案ほか１件

委員会審議
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常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
８
件
、
採
択
１

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

別
所
ダ
ム
管
理
条
例
の
制

定質
疑

ダ
ム
を
管
理
す
る
上

で
何
か
問
題
が
生
じ
た
場
合

の
取
り
決
め
を
明
確
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁

管
理
協
定
の
中
で
何

か
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
県

と
市
が
協
議
し
て
対
応
す
る

と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
通

常
の
管
理
に
必
要
な
費
用
は

市
の
負
担
と
し
、
そ
れ
以
上

の
災
害
復
旧
・
改
良
ま
た
は

修
繕
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

は
県
が
対
応
す
る
と
協
議
が

な
さ
れ
て
い
る
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及

び
和
解
（
市
道
愛
野
沢
線

で
発
生
し
た
事
故
）

質
疑

前
回
の
定
例
会
時
の

説
明
で
エ
ア
バ
ッ
ク
に
よ
る

火
傷
に
つ
い
て
は
直
接
こ
の

事
故
と
は
関
係
な
い
と
い
う

こ
と
で
被
害
金
額
に
は
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回

被
害
の
対
象
と
な
っ
た
理
由

は
。

答
弁

前
回
は
エ
ア
バ
ッ
ク

が
開
い
た
と
き
の
火
薬
に
よ

る
火
傷
で
あ
る
の
で
全
損
害

金
額
か
ら
除
外
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
、
警
察

及
び
弁
護
士
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
こ
の
事
故
が
原
因

で
エ
ア
バ
ッ
ク
が
作
動
し
損

害
を
与
え
た
と
判
断
し
、
こ

れ
に
伴
う
被
害
金
額
も
全
損

害
金
額
に
含
め
て
提
示
し
て

も
よ
い
と
の
見
解
で
今
回
提

案
し
た
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及

び
和
解
（
市
道
小
浜
頭
巾

山
羽
毛
合
線
で
発
生
し
た

事
故
）

質
疑

過
失
割
合
と
し
て
の

捉
え
方
は
し
て
い
な
い
の
か
。

答
弁

今
後
は
全
損
害
金
額
、

そ
の
う
ち
の
損
害
賠
償
額
と

い
う
表
現
で
提
案
し
て
い
き

た
い
。

質
疑

全
損
害
金
額
と
損
害

賠
償
の
額
の
差
額
を
相
手
方

の
過
失
と
捉
え
る
の
か
。

答
弁

今
回
の
場
合
は
修
理

費
用
が
全
損
害
金
額
で
、
保

険
会
社
が
算
定
し
た
金
額
が

損
害
賠
償
の
額
で
あ
り
、
そ

の
差
額
が
過
失
で
あ
る
と
の

表
現
は
し
て
い
な
い
が
、
そ

の
差
額
分
に
つ
い
て
は
被
害

者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

意
見

損
害
賠
償
に
か
か
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
こ
と
。
道
路
管
理
者
と
し

て
危
険
箇
所
の
調
査
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
案

質
疑

地
域
総
合
整
備
資
金

貸
付
事
業
に
お
い
て
、
要
綱

で
５
人
以
上
の
新
た
な
雇
用

の
確
保
と
さ
れ
て
い
る
が
、

貸
付
金
額
な
ど
に
応
じ
て
雲

仙
市
独
自
の
条
件
を
つ
け
ら

れ
る
の
か
。

答
弁

全
国
的
な
制
度
で
あ

る
の
で
改
正
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
財
団
と
も

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑

こ
の
事
業
に
お
け
る
、

市
及
び
市
民
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
弁

金
融
機
関
の
連
帯
保

証
に
よ
り
市
は
リ
ス
ク
を
負

わ
な
い
こ
と
、
今
後
３
億
円

以
上
の
税
収
が
増
加
す
る
こ

と
、
雇
用
が
拡
大
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
市
民
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
市
の
中

核
医
療
施
設
が
よ
り
高
度
で

安
定
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
大

き
な
施
設
の
建
設
に
伴
い
周

辺
地
域
に
お
い
て
間
接
的
な

経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

意
見

新
病
院
完
成
後
の
新

規
職
員
な
ど
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
地
元
雲
仙
市
か
ら
の

雇
用
を
要
望
す
る
。

反
対
討
論

地
域
総
合
整

備
資
金
貸
付
事
業
に
お
い
て
、

愛
野
記
念
病
院
の
果
た
す
役

割
は
十
分
に
理
解
す
る
が
、

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
優
良
企
業
で
あ
る
こ
の
医

療
機
関
に
対
し
融
資
を
す
る

必
要
は
な
く
、
地
場
産
業
の

育
成
と
い
う
点
で
他
に
も
融

資
す
べ
き
企
業
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

地
域
総
合
整

備
資
金
貸
付
要
綱
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
た
が
、
要
綱
の

上
で
何
ら
問
題
は
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。

※
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

事
業
と
は
、
財
団
法
人
地
域

総
合
整
備
財
団
を
経
由
し
て
、

民
間
事
業
者
等
へ
無
利
子
で

資
金
の
貸
付
を
行
い
、
地
域

振
興
に
資
す
る
民
間
事
業
活

動
等
を
支
援
す
る
事
業
。

産
業
建
設

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

採択

付 託 案 件

別所ダム管理条例の制定

損害賠償の額の決定及び和解２件

平成２２年度一般会計補正予算（第６号）案ほか４件

ＴＰＰに関する陳情書

市道小浜頭巾山羽毛合線

委員会審議

雲仙市議会だより●第２３号（平成２３年２月）13
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ま
ち
だ

ま
こ
と

千
々
石
町

町
田

誠
議
員

雲
仙
市
の
税
徴
収
は

町
田
議
員

奥
村
市
長

東
市
民
生
活
部
長

町
田
議
員

東
部
長

公
の
施
設
管
理
は

町
田
議
員

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

奥村市政のここが聞きたい

一般質問 １７名の議員が登壇し、
市政に対する質問を行いました。

町田 誠……Ｐ１４
町田 康則……Ｐ１５
平野 利和……Ｐ１５
浦川 康二……Ｐ１６
上田 篤……Ｐ１６

中村 勲……Ｐ１７
大久保正美……Ｐ１７
井上 武久……Ｐ１８
中村 一明……Ｐ１８
酒井 恭二……Ｐ１９

坂本 弘樹……Ｐ１９
小田 孝明……Ｐ２０
林田 哲幸……Ｐ２０
福田 大東……Ｐ２１
岩永 基和……Ｐ２１

柴田 安宣……Ｐ２２
元村 康一……Ｐ２２

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

不
納
欠
損
処
理

の
取
扱
い
に
つ
い
て
相
続
人

も
い
な
い
場
合
や
時
効
が
成

立
し
、
徴
収
が
で
き
ず
今
後

も
徴
収
の
見
込
み
が
立
た
な

い
た
め
徴
収
を
締
め
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
地
方
自
治
体
で
行
う
の

が
不
納
欠
損
処
理
で
あ
る
。

９
月
２２
日
全
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
税
収
納
班
の
職
員
に

２１
年
不
納
欠
損
対
象
者
取
り

扱
い
に
対
す
る
重
要
な
個
人

情
報
保
護
違
反
に
抵
触
す
る

行
為
の
文
書
等
を
各
支
所
に

送
っ
た
事
例
は
な
い
の
か
尋

ね
た
が
「
議
員
が
申
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
事
実
は
一
切
ご

ざ
い
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
１０
月
７
日

決
算
委
員
会
で
９
月
２２
日
に

は
否
定
し
た
職
員
が
一
転
し

て
メ
ー
ル
便
を
使
っ
て
各
支

所
に
送
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

送
付
さ
れ
た
文
書
は
１
月
２６

日
付
で
「
欠
損
対
象
一
覧
表

を
送
付
し
ま
す
。
３
月
末
の

欠
損
処
理
ま
で
対
象
分
の
収

納
処
理
を
さ
れ
な
い
よ
う
取

り
計
ら
い
方
お
願
い
し
ま

す
」
と
の
内
容
で
あ
る
。
不

自
然
な
の
は
ど
う
し
て
最
初

か
ら
こ
の
よ
う
な
資
料
を
各

支
所
に
送
っ
た
事
実
を
否
定

し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た

の
か
。

不
納
欠
損
処
理

に
対
す
る
文
書
は
徴
収
権
の

消
滅
に
係
る
過
誤
納
を
な
く

す
た
め
の
担
当
者
レ
ベ
ル
の

事
務
連
絡
で
メ
ー
ル
便
で

送
っ
た
と
思
う
。

日
常
の

収
納
業
務
の
注
意
事
項
と
し

て
行
っ
て
い
た
が
、
今
後
決

裁
規
程
に
基
づ
い
た
適
正
な

取
り
扱
い
を
行
う
よ
う
職
員

に
指
導
す
る
。
法
令
順
守
の

重
要
性
を
深
く
認
識
し
十
分

注
意
し
事
務
の
適
正
化
に
つ

と
め
る
。

私
が
職
員
に
尋

ね
た
こ
と
は
、
不
納
欠
損
処

理
対
象
の
市
民
が
窓
口
に
税

金
を
払
い
に
来
て
も
、
受
け

取
る
な
と
い
う
メ
ー
ル
を
各

支
所
に
送
っ
た
か
と
尋
ね
た
。

こ
の
方
た
ち
も
日
本
国
民
と

し
て
納
税
の
権
利
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

全
員
協
議
会
の
時

に
「
そ
う
い
う
こ
と
は
一
切

な
い
」
と
担
当
が
返
事
し
た

件
だ
が
「
急
に
言
わ
れ
て
よ

く
調
べ
て
か
ら
返
答
す
る
」

と
い
え
ば
よ
か
っ
た
が
大
変

迷
惑
を
か
け
た
。

国
民
宿
舎
望
洋

荘
の
食
品
管
理
状
況
に
つ
い

て
、
１０
月
６
日
ま
た
９
名
の

食
中
毒
事
件
が
発
生
し
た
。

昨
年
１１
月
に
も
発
生
し
た
が

前
回
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。
小
浜
温
泉
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
る
。

今
後
の
名
誉
回
復
は
。

大
変
迷
惑
か

け
た
。
食
中
毒
を
二
度
と
だ

さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
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ま
ち
だ

や
す
の
り

小
浜
町

町
田

康
則
議
員

総
合
支
所
（
旧

役
場
）
の
役
割
、

あ
り
方
は

町
田
議
員

奥
村
市
長

町
田
議
員

畑
中
総
務
部
長

町
田
議
員

宅
島
小
浜
総
合
支
所
長

町
田
議
員

ひ
ら
の

と
し
か
ず

国
見
町

平
野

利
和
議
員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
助
成
を

平
野
議
員

奥
村
市
長

買
物
弱
者
対
策
は

平
野
議
員

東
市
民
生
活
部
長

高
齢
者
支
援
対
策
は

平
野
議
員

酒
井
市
民
福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問
事
項

市
民
の
要
望
と

し
て
、
支
所
機
能
を
も
っ
と

充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

又
、
支
所
職
員
数
を
も
っ
と

減
ら
す
と
あ
る
が
不
安
で
あ

る
と
い
う
声
が
あ
る
。
市
長

の
考
え
は
。

合
併
か
ら
１０
年

後
平
成
２７
年
に
は
、
普
通
交

付
税
額
で
４０
億
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
、
予
算
規
模
で
は

現
在
の
３
０
０
億
円
か
ら
、

平
成
３３
年
度
は
１
８
０
億
円

へ
と
大
き
な
減
額
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
こ
で
本
庁
で
は
、

業
務
の
集
約
を
行
い
、
事
業

の
統
一
化
を
、
支
所
で
は
窓

口
業
務
を
主
体
と
し
た
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
り
た
い
。

委
員
会
で
各
総

合
支
所
を
調
査
し
た
時
、
あ

る
支
所
の
産
業
建
設
課
で
は
、

現
地
調
査
、
現
場
打
ち
合
わ

せ
が
多
い
た
め
、
職
員
が
足

り
な
い
。
又
、
あ
る
支
所
で

は
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
や
荒

廃
農
地
対
策
で
職
員
が
足
り

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

毎
年
度
全
部
局
を
対
象
に
職

員
配
置
に
関
す
る
調
査
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
は
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。

調
査
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。

実
施
さ
れ
て
い

る
な
ら
ば
、
各
支
所
の
事
務

量
に
適
し
た
職
員
の
配
置
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
。

支
所
の
機
能
の
充
実
は
、
他

の
議
員
か
ら
も
以
前
出
さ
れ

た
。
土
木
や
道
路
関
係
、
又

農
林
水
産
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
庁
に
一
極
集
中
で
は
な
く
、

２
、
３
ヵ
所
へ
分
室
を
つ
く

り
分
散
を
図
る
。
ひ
と
つ
の

手
段
だ
と
思
う
が
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

小
浜
総
合
支
所
３
階
に
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」
が
入
る
と
な
っ
て

い
る
。
法
テ
ラ
ス
は
政
府
全

額
出
資
で
設
立
さ
れ
た
弁
護

士
が
常
時
勤
務
し
、
多
重
債

務
問
題
や
離
婚
問
題
、
相
続

問
題
、
労
働
問
題
な
ど
、
国

民
に
身
近
で
、
早
く
て
頼
り

が
い
の
あ
る
司
法
改
革
の
柱

と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
法
律

相
談
料
は
無
料
で
、
事
件
に

当
た
っ
て
の
実
費
や
弁
護
士

料
は
安
い
費
用
で
済
む
法
律

相
談
所
で
あ
る
。
そ
の
受
け

入
れ
態
勢
は
。

今

か
ら
改
装
に
入
る
と
聞
い
て

い
る
。

図
書
館
担
当
に

聞
い
た
ら
、
各
町
の
図
書
館

に
は
本
を
置
く
場
所
が
な
い
。

図
書
室
・
図
書
館
は
、子
供
達

の
学
力
向
上
、
親
子
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
有
効
な
場
所

で
あ
る
。
総
合
支
所
は
、
最

適
な
場
所
に
あ
る
の
で
、
支

所
の
２
、
３
階
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

本
年
６
月
定
例

議
会
に
て
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
助
成
の
質
問
を

行
っ
た
。
そ
の
時
の
市
長
答

弁
に
「
国
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
研
究
す
る
」
と
あ
っ

た
。
国
の
平
成
２２
年
度
補
正

予
算
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

促
進
す
る
た
め
の
経
費
が
計

上
さ
れ
た
。
よ
っ
て
ぜ
ひ
予

防
ワ
ク
チ
ン
と
検
診
の
両
輪

に
て
女
性
の
命
を
守
る
事
業

展
開
を
で
き
な
い
か
。

接
種
回
数
が
３

回
で
接
種
を
終
え
る
ま
で
６

ヵ
月
か
か
る
こ
と
か
ら
、
平

成
２３
年
度
か
ら
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
平
成
２３
年
度

は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
の
女
子
、
２４
年
度

か
ら
中
学
１
年
生
の
女
子
を

対
象
に
実
施
す
る
計
画
で
あ

る
。

移
動
手
段
が
な

い
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
買

物
弱
者
が
増
え
て
い
る
。
食

品
の
買
物
、
通
院
な
ど
車
の

運
転
が
で
き
ず
家
族
の
支
援

も
得
ら
れ
な
い
人
達
を
買
物

弱
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

実
証
実
験
の
結
果
と
市
の
考

え
を
尋
ね
る
。

乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
実
施
は
、
３

ヵ
月
で
有
用
性
が
確
認
で
き

た
。
今
後
は
他
市
町
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、
市
の
地
域

公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
模

索
を
し
て
い
く
。
タ
ク
シ
ー

券
の
補
助
も
他
市
と
違
い
３

万
円
ま
で
利
用
可
能
な
制
度

で
あ
り
、
有
効
な
支
援
で
あ

る
。

昨
年
の
１２
月
議

会
に
て
「
命
の
カ
プ
セ
ル
」

設
置
要
望
を
し
た
。
１１
月
に

高
齢
者
の
集
い
に
参
加
し
て
、

こ
の
カ
プ
セ
ル
の
必
要
性
を

感
じ
、
再
度
要
望
を
す
る
。

提
案

の
「
命
の
カ
プ
セ
ル
」
は
よ

り
一
層
の
安
心
・
安
全
の
確

保
が
で
き
る
対
策
で
あ
り
問

題
点
や
対
象
の
範
囲
等
検
討

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
、

障
害
の
あ
る
方
々
に
平
成
２３

年
度
よ
り
実
施
予
定
で
あ
る
。

・
環
境
対
策
は

一般質問

命のカプセル
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う
ら
か
わ

や
す
じ

吾
妻
町

浦
川

康
二
議
員

諫
早
湾
干
拓
堤
防
南

部
取
付
道
開
通
ま
で

に
信
号
機
設
置
と
通

学
路
表
示
を

浦
川
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

奥
村
市
長

浦
川
議
員

奥
村
市
長

浦
川
議
員

奥
村
市
長

市
民
の
健
康
管

理
に
よ
り
医
療

費
抑
制
を

浦
川
議
員

東
市
民
生
活
部
長

う
え
だ

あ
つ
し

瑞
穂
町

上
田

篤
議
員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
に
よ
る
景
気

対
策
は
効
果
大

上
田
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

上
田
議
員

酒
井
部
長

上
田
議
員

境
川
副
市
長

上
田
議
員

奥
村
市
長

奥村市政のここが聞きたい

取
付
道
路
決
定

時
か
ら
地
元
の
要
望
で
あ
っ

た
、
市
道
田
内
川
交
差
点
の

信
号
機
が
開
通
間
近
に
な
っ

て
、
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
が

判
明
し
、
地
域
住
民
は
急
遽

署
名
活
動
を
実
施
し
、
２
７

０
名
の
署
名
を
持
っ
て
要
望

書
を
県
・
県
警
及
び
市
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。
信
号
機
設

置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

県
干
拓
事
務
所
は
随
時
警
察

と
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

交
差
点
が
取
付
道
路
に
近
い

た
め
、
交
通
整
理
上
か
ら
信

号
機
設
置
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
県
警
か
ら
交

差
点
よ
り
山
手
側
に
移
動
し

た
地
点
に
、
横
断
歩
道
及
び

信
号
機
設
置
の
案
が
示
さ
れ

て
い
る
。

要
望
受
け
後
、

県
当
局
及
び
交
通
規
制
課
に

安
全
対
策
を
十
分
考
慮
し
、

地
元
の
意
見
を
聞
き
入
れ
た

形
で
実
施
を
申
し
上
げ
た
。

住
民
の
要
望
書

は
関
係
機
関
に
全
て
提
出
さ

れ
て
い
る
。
要
望
を
伝
え
る

の
で
は
な
く
、
県
当
局
等
と

協
議
の
結
果
、
信
号
機
は
設

置
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

ぜ
ひ
、
こ
れ
は

で
き
る
よ
う
に
皆
様
の
意
見

を
拝
聴
し
て
努
力
す
る
。

開
通
ま
で
期
間

も
少
な
い
中
で
、
信
号
機
位

置
の
代
替
案
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
住
民
の
要
望
は
開

通
ま
で
に
信
号
機
設
置
と
通

学
路
表
示
が
条
件
で
あ
る
。

速
や
か
に
県
・
県
警
及
び
市

で
代
替
案
を
決
定
さ
れ
、
住

民
説
明
会
で
理
解
を
得
ら
れ

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。議

員
の
意
見
を

受
け
止
め
、
動
い
て
み
た
い
。

先
進
地
の
調
査

で
、
市
民
の
健
康
を
個
別
管

理
し
、
個
人
の
身
体
に
あ
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
運
動
継
続
者
の
増
加
を

図
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
３
年
目
で
運
動
さ
れ
る
方

は
年
間
医
療
費
が
約
１０
万
５

千
円
削
減
さ
れ
て
い
る
。
雲

仙
市
と
し
て
も
検
討
し
て
は
。

運
動
は

継
続
が
大
事
、
健
康
推
進
・

体
力
づ
く
り
月
間
等
に
お
い

て
、
体
制
を
組
ん
で
進
め
た

い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
が
全
国
１
７
５

自
治
体
に
広
が
り
、
大
き
な

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
五

島
市
で
は
昨
年
９
月
か
ら
施

行
し
、
こ
の
１
年
間
で
補
助

金
交
付
予
定
額
９
８
７
万
円

余
、
補
助
対
象
事
業
総
額
は

約
２
億
円
で
実
に
補
助
額
の

２０
倍
。
岩
手
県
宮
古
市
、
秋

田
県
な
ど
で
も
大
き
な
経
済

波
及
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

雲
仙
市
で
も
ぜ
ひ
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

（
導
入
の
前
に
）
既
に
あ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
省
エ
ネ
な
ど
へ
の

支
援
制
度
を
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。
景
気
対
策
を
目
的

と
し
て
個
人
資
産
に
対
す
る

補
助
制
度
を
作
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
商
工
業
全
体
を
活

性
化
さ
せ
る
景
気
対
策
を
基

本
に
考
え
た
い
。

既
存
の
制
度
の

経
済
波
及
効
果
は
計
算
し
て

い
る
の
か
。

計
算
し
て
い
な

い
。

計
算
し
な
い
と

有
効
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
制
度
は
全
国
で
実

施
し
て
い
て
、
多
く
の
所
で

１０
倍
、
２０
倍
と
い
う
効
果
が

出
て
い
る
。
こ
の
厳
し
い
経

済
情
勢
の
中
で
、
研
究
し
導

入
す
る
価
値
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

市
と
し
て
は

こ
の
制
度
の
成
果
を
把
握
し

て
い
な
い
が
、
五
島
市
な
ど

検
討
し
て
み
た
い
。

建
築
・
住
宅
関

連
産
業
は
非
常
に
波
及
効
果

が
大
き
い
。
五
島
市
で
も
実

際
出
て
き
て
い
る
効
果
以
上

に
地
域
経
済
に
役
立
っ
て
い

る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
南

島
原
市
で
は
今
議
会
に
「
住

宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

補
助
事
業
」
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
長
崎
市
も
研
究
を
始

め
る
ら
し
い
。
市
長
は
ど
う

思
う
か
。

ど
う
い
う
形
で

前
向
き
に
対
応
で
き
る
の
か

研
究
し
た
い
。

南 島 原 市

住宅・店舗リフォーム資金補助事業

１０％

３０万円以上

２０万円

同 左

１２００万円（Ｈ２３．１～３）

未 定

宮 古 市

住宅リフォーム促進事業補助金

２０万円以上

１０万円（一律）

市内居住者、市税非滞納者

３億５０００万円（Ｈ２２年度）

２４億円（見込）

五 島 市

住宅・店舗リフォーム資金補助金

１０％

３０万円以上

１０万円

市内建設業者が行う工事が対象

９８７万９千円（Ｈ２１．９～Ｈ２２．８）

１億９９４８万８７６６円

制 度 の 名 称

補 助 率

対 象 工 事

限 度 額

他 の 条 件

予 算 額

補助対象事業総額

市市道道平平木木場場線線

諫早湾干拓堤防南部取付道路平面図

市市道道田田内内川川線線

国国道道２２５５１１号号線線

南南部部取取付付けけ道道
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な
か
む
ら

い
さ
お

千
々
石
町

中
村

勲
議
員

橘
公
園
の
整
備

は
中
村
議
員

奥
村
市
長

緒
方
建
設
整
備
部
長

市
所
有
の
賃
貸

駐
車
場
の
承
諾

書
の
発
行
は

中
村
議
員

畑
中
総
務
部
長

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
活
用
は

中
村
議
員

山
野
教
育
次
長

東
市
民
生
活
部
長

お
お
く
ぼ

ま
さ
み

吾
妻
町

大
久
保
正
美
議
員

中
阿
母
地
区
通
内

線
と
国
道
２
５
１

号
の
合
流
地
点
の

信
号
機
設
置
を

大
久
保
議
員

奥
村
市
長

大
久
保
議
員

橘
神
社
は
、
公

園
部
分
の
み
で
あ
る
が
、

千
々
石
町
が
管
理
運
営
さ
れ

て
い
た
た
め
、
合
併
後
も
雲

仙
市
が
引
き
続
き
管
理
運
営

さ
れ
て
い
る
。
橘
公
園
に
は
、

正
月
、
世
界
一
の
大
門
松
や
、

日
本
最
大
の
観
桜
火
宴
等
の

行
事
が
行
わ
れ
大
門
松
観
光

ツ
ア
ー
も
か
な
り
あ
る
と
聞

く
。
創
建
後
７０
周
年
を
経
過

し
た
今
、
桜
の
木
の
枯
渇
が

目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
管
理

に
つ
い
て
、
樹
木
医
等
の
専

門
家
に
管
理
を
依
頼
す
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
平
成

２１
年
度
は
都
市
公
園
整
備
事

業
の
中
で
公
園
駐
車
場
の
整

備
と
、
軍
神
橋
の
調
査
設
計

業
務
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
結
果
は
。

橘
公
園
は
、
桜

の
名
勝
地
と
し
て
、
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
市
内

外
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
訪

れ
る
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
除
草
及
び
剪
定
に

つ
い
て
は
、
雲
仙
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
管
理
業
務
を
委

託
し
て
い
る
。

次
年

度
事
業
と
し
て
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
よ
り
公
園
内
樹
木

の
状
況
を
調
査
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
軍
神
橋
の
橋
梁
診

断
結
果
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
や
鉄
筋
に
著
し
い
劣
化

は
な
く
、
特
に
危
険
な
状
態

で
は
な
い
が
、
桁
下
の
一
部

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
剥

離
や
浸
透
水
跡
が
あ
る
た
め

橋
表
面
の
防
水
処
理
を
行
い
、

剥
離
部
分
の
補
修
が
必
要
と

の
事
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年

度
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

よ
り
、
公
園
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
す
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

市
所
有
の
駐
車

場
貸
借
者
で
新
車
購
入
者
に

対
す
る
保
管
承
諾
書
の
簡
素

化
に
つ
い
て
。

今
後
は
、

各
総
合
支
所
で
発
行
出
来
る

よ
う
に
条
例
を
変
更
し
た
い
。

地
球
温
暖
化
防

止
策
と
し
て
旧
町
小
学
校
の

う
ち
一
校
に
「
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
」
が
設
置
さ
れ
た
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
家
庭
に
雲
仙
市
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、

建
物
の
名
義
が
、
死
亡
し
た

父
親
の
名
義
に
な
っ
て
い
る

た
め
該
当
し
な
い
と
断
ら
れ

た
と
聞
く
が
事
実
か
。

活
動
状
況

に
つ
い
て
、
子
供
達
が
太
陽

光
発
電
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
。

今
後
、

環
境
政
策
課
と
一
緒
に
内
部

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
通
内
線

が
完
成
し
て
か
ら
１５
年
経
過
。

そ
の
間
、
堤
防
道
路
の
開
通

等
も
あ
り
一
般
車
両
、
農
業

車
両
に
加
え
通
勤
・
観
光
・

流
通
関
係
等
の
増
加
に
よ
り
、

交
通
量
が
大
変
増
加
し
て
い

る
。
通
勤
時
間
帯
は
、
交
通

量
が
多
く
通
学
時
間
と
重
な

る
こ
と
も
あ
り
地
元
児
童
生

徒
の
通
学
に
お
い
て
大
変
危

険
で
あ
る
。
毎
朝
の
交
通
指

導
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
今
の
と
こ
ろ
児
童
生
徒
の

交
通
事
故
は
な
い
が
、
こ
の

付
近
の
国
道
に
お
い
て
続
け

て
４
件
の
交
通
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
私
が
９
月
２９
日

に
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

県
下
の
信
号
機
の
申
請
件
数

も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
順
番

を
待
つ
の
で
は
な
く
地
元
の

強
い
要
望
と
し
て
市
長
、

直
々
に
早
急
な
信
号
機
設
置

の
強
い
働
き
か
け
を
。

要
望
書
を
受
け

た
後
１０
月
４
日
に
雲
仙
市
か

ら
要
望
申
請
を
提
出
し
、
雲

仙
警
察
署
の
精
査
を
経
て
県

警
本
部
交
通
規
制
課
で
要
望

書
が
受
理
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

早
急
な
設
置
に
向
け
足
を
運

び
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

県
南
家
畜
市

場
下
の
広
域
農
道
の
交
差
点

へ
の
信
号
機
設
置
の
時
の
事

だ
が
要
望
し
予
算
が
付
い
て

信
号
機
の
設
置
時
に
私
と
公

安
委
員
会
と
１０
ヵ
月
ほ
ど
も

め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
信

号
機
を
設
置
す
る
際
折
角
の

広
い
道
路
に
ブ
ロ
ッ
ク
等
で

狭
く
す
る
」
と
言
う
こ
と
で
、

私
は
中
阿
母
・
大
熊
一
、

二
・
河
内
・
吹
ノ
原
の
関
係

自
治
会
に
説
明
会
を
開
き
住

民
の
方
々
の
要
望
と
ご
理
解

を
経
て
現
在
の
様
に
な
っ
て

い
る
。
今
、
要
望
の
交
差
点

に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

点
を
考
慮
し
要
望
す
べ
き
だ
。

通内線と国道２５１号の合流地点

軍神橋
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い
の
う
え

た
け
ひ
さ

南
串
山
町

井
上

武
久
議
員

観
光
振
興
施
策

の
状
況
及
び
今

後
の
方
針
は

井
上
議
員

奥
村
市
長

井
上
議
員

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

井
上
議
員

中
山
本
部
長

井
上
議
員

奥
村
市
長

井
上
議
員

中
山
本
部
長

井
上
議
員

奥
村
市
長

な
か
む
ら

か
ず
あ
き

南
串
山
町

中
村

一
明
議
員

市
道
後
山
尾
登

線
の
整
備
は

中
村
議
員

奥
村
市
長

中
村
議
員

緒
方
建
設
整
備
部
長

市道南串山後山尾登線

漁
業
政
策
は

中
村
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

中
村
議
員

酒
井
部
長

奥村市政のここが聞きたい

雲
仙
地
区
の
自

販
機
修
景
助
成
事
業
は
当
初

２
分
の
１
補
助
で
実
施
す
る

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
全

額
補
助
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
議
会
無
視
の
行
政

運
営
に
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

２
分
の
１
補
助

で
上
程
し
て
い
な
が
ら
、
こ

う
い
う
事
態
に
な
り
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
ど

の
規
程
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

わ
が
ま
ち
再

生
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の

「
限
度
額
１
千
万
円
の
２
分

の
１
以
内
の
補
助
金
」
こ
れ

を
適
用
し
て
い
る
。

２
分
の
１
と
言

い
な
が
ら
全
額
補
助
し
て
い

る
。
適
用
し
て
い
な
い
で
は

な
い
か
。

当
初
メ
ー

カ
ー
が
２
分
の
１
を
負
担
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
負
担

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
全
額

補
助
し
た
。

営
利
目
的
で
設

置
し
た
自
販
機
の
整
備
事
業

が
本
当
に
市
が
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
公
共
的
事
業

な
の
か
。
血
税
で
全
額
補
助

し
た
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
は
。

貴
重
な
市
民
の

税
金
を
こ
う
い
っ
た
こ
と
に

使
い
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。

フ
ァ
サ
ー
ド
事

業
の
実
施
者
か
ら
運
営
負
担

金
と
し
て
２
年
間
で
１
、２

０
０
万
円
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
負
担
金
の
報
告
書
を
市

に
求
め
た
が
勝
手
に
集
め
た

も
の
で
あ
り
、
提
出
す
る
必

要
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
提
出
す
る
必
要
が

な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

協
定
委
員
会
と
し
て
は
会
員

に
報
告
し
て
い
な
い
の
で
出

せ
な
い
。
任
意
団
体
で
あ
り

市
と
し
て
は
強
制
で
き
な

か
っ
た
。

こ
の
事
業
は
協

定
委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ

ば
補
助
対
象
に
は
な
ら
ず
、

市
に
報
告
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
元
で
も

こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
尋
ね

て
も
「
表
に
出
せ
な
い
金
も

要
る
」
な
ど
の
説
明
し
か
な

く
、
地
区
か
ら
も
批
判
が
出

て
い
る
。
古
湯
地
区
に
は
高

額
な
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

市
民
の
間
に
も
か
な
り
の
批

判
が
あ
る
。
こ
の
事
業
に
対

し
再
度
市
長
の
見
解
を
求
め

る
。

説
明
が
き
ち
ん

と
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

後
山
バ
ス
停
よ

り
鬼
池
地
区
ま
で
の
約

４
０
０
ｍ
位
が
未
着
工
と

な
っ
て
い
る
が
計
画
は
。

後
山
バ
ス
停
付

近
か
ら
鬼
池
地
区
間
約

５
０
０
ｍ
は
市
道
二
級
路
線

で
あ
り
合
併
前
よ
り
土
地
改

良
事
業
に
関
連
し
て
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。
５
０
０
ｍ

に
つ
い
て
は
２３
年
度
に
調
査

測
量
を
実
施
、
早
期
完
成
に

向
け
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

小
路
上
木
場
線

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

南
串

山
地
域
も
５
路
線
の
大
型
事

業
を
推
進
し
て
い
る
の
で
現

段
階
で
は
厳
し
い
と
思
う
が

道
路
の
建
設
予
定
に
入
れ
な

い
と
言
う
こ
と
で
な
い
。

中
ノ
場
の
奥
波

止
の
船
揚
場
が
狭
い
た
め
台

風
シ
ー
ズ
ン
に
は
道
路
に
船

を
並
べ
て
い
る
。
現
在
の
す

べ
り
台
を
拡
幅
出
来
な
い
か
。

漁
港
の
斜
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
充
足
率
が
あ
り
事
業
ご

と
に
変
わ
っ
て
行
く
。
京
泊

漁
港
は
１
０
０
％
と
言
う
こ

と
で
補
助
事
業
が
取
り
組
め

な
い
、
完
璧
で
は
な
い
が
あ

い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。ガ

ザ
ミ
、
ア
ワ

ビ
、
ア
カ
ガ
イ
、
エ
ビ
類
の

放
流
に
つ
い
て
市
の
助
成
は

で
き
な
い
の
か
。
７
月
か
ら

９
月
に
放
流
し
た
カ
ニ
類
は

ほ
と
ん
ど
全
滅
に
近
く
、
ハ

マ
チ
等
も
大
分
死
ん
で
い
る
。

刺
網
業
者
も
生
計
が
立
つ
よ

う
に
助
成
が
で
き
な
い
か
。

稚
魚
の
放
流
に

つ
い
て
は
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
橘
湾
栽
培
漁
業
推
進
協

議
会
に
よ
る
と
、
事
業
費
は

２２
年
度
で
３
、８
０
０
万
円

程
度
放
流
し
て
い
る
。
基
金

よ
り
９０
％
、
１０
％
漁
協
負
担

と
し
、
２
分
の
１
を
市
が
補

助
し
て
い
る
。
今
年
は
赤
潮

の
影
響
で
水
揚
が
減
っ
た
の

で
、
今
回
は
市
が
負
担
し
て

い
る
。
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さ
か
い

き
ょ
う
じ

南
串
山
町

酒
井

恭
二
議
員

イ
ノ
シ
シ
対
策

酒
井
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

酒
井
議
員

酒
井
部
長

酒
井
議
員

酒
井
部
長

酒
井
議
員

酒
井
部
長

酒
井
議
員

酒
井
部
長

酒
井
議
員

酒
井
部
長

さ
か
も
と

ひ
ろ
き

国
見
町

坂
本

弘
樹
議
員

給
食
費
徴
収
促
進
を

坂
本
議
員

山
野
教
育
次
長

坂
本
議
員

山
野
次
長

坂
本
議
員

山
野
次
長

坂
本
議
員

病
児
病
後
児
保
育

導
入
の
考
え
は

坂
本
議
員

奥
村
市
長

酒
井
市
民
福
祉
部
長

島
原
半
島
に
以

前
か
ら
イ
ノ
シ
シ
は
生
息
し

て
い
た
の
か
。
ま
た
現
在
の

イ
ノ
シ
シ
の
生
息
数
と
、
今

後
の
生
息
数
の
予
測
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
現
在
ま

で
の
被
害
額
、
被
害
面
積
の

推
移
と
今
後
の
予
測
は
。
被

害
軽
減
対
策
の
補
助
を
活
用

し
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等

の
設
置
は
ど
れ
位
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ

の
効
果
は
。

１
９
８
５
年
頃
、
島
原
半
島

で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
イ
ノ
シ
シ
個
体
数
は
、

明
確
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、

イ
ノ
シ
シ
の
生
息
領
域
で
あ

る
山
林
や
耕
作
放
棄
地
が
増

加
す
れ
ば
、
そ
の
環
境
収
容

力
レ
ベ
ル
ま
で
増
え
続
け
る

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
ま
で

の
被
害
額
、
被
害
面
積
の
推

移
に
つ
い
て
は
、
２０
年
度
と

２１
年
度
の
比
較
で
、
被
害
額

で
１
千
万
円
、
被
害
面
積
で

１７
�
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
の
直
接
採
択
事
業
の

ハ
ー
ド
事
業
、
電
気
柵
１
万

６
、７
７
７
�
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
６
、６
２
３
�

の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
２２
年
度
は
、
電
気
柵

９
、７
６
０
�
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
１
万
７
、８
９

７
�
を
計
画
し
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
の
生

息
数
の
把
握
は
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
、
被

害
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
現
状
、
正
確
な
被
害
把

握
が
で
き
て
い
る
の
か
。

現
状
で
は
、
精

度
の
高
い
も
の
だ
と
は
思
っ

て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
注

意
深
く
調
査
を
し
、
改
善
も

考
え
て
い
き
た
い
。

現
在
は
、
事
後

の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
現

状
だ
が
、
正
確
な
被
害
の
把

握
を
進
め
れ
ば
、
事
前
の
よ

り
早
い
対
策
が
、
地
域
で
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
と
し
て
も
、

地
域
ぐ
る
み
の
対
策
を
、
市
、

県
、
国
が
支
援
す
る
こ
と
で
、

効
果
が
上
が
る
と
考
え
て
い

る
。

箱
罠
等
に
よ
る

捕
獲
の
効
果
は
。

箱
罠
等
に
よ
る

捕
獲
は
、
２１
年
度
１
、０
９

２
頭
、
２２
年
度
は
現
在
ま
で

７
０
６
頭
の
実
績
で
あ
り
、

一
定
の
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
増
え

る
予
測
で
あ
れ
ば
、
捕
獲
を

も
っ
と
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

捕
獲
は
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
箱
罠
を
増
や
し
て
い
る

が
、
免
許
取
得
者
と
猟
友
会

の
協
力
が
な
い
と
捕
獲
増
に

結
び
つ
か
な
い
の
で
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

小
浜
地
区
の
捕

獲
数
が
非
常
に
多
い
の
は
、

捕
獲
技
術
に
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
技
術
を
広
め
る
計
画
は

な
い
の
か
。

具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
検
討
し
て
み
た

い
。

毎
月
給
食
費
の

未
徴
収
が
発
生
し
て
い
る
が
、

子
ど
も
手
当
で
の
徴
収
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。子

ど
も
手

当
支
給
と
給
食
費
徴
収
は
別

の
問
題
と
考
え
る
。
子
ど
も

手
当
が
入
る
か
ら
給
食
費
を

お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、

保
護
者
に
対
し
て
、
子
ど
も

手
当
受
給
口
座
と
給
食
費
の

引
落
し
口
座
を
同
一
に
す
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

過
年
度
分
の
未

徴
収
で
所
在
不
明
等
、
徴
収

で
き
な
い
分
の
対
応
は
。

所
在
確
認
が
困

難
な
た
め
、
対
応
に
つ
い
て

は
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に

し
慎
重
に
対
応
す
る
。

給
食
の
食
材
費

に
は
一
切
税
金
は
使
わ
れ
て

い
な
い
。
毎
月
の
給
食
費
を

１
０
０
％
徴
収
す
る
こ
と
で
、

食
材
費
は
賄
わ
れ
る
。
保
護

者
に
協
力
を
仰
い
で
給
食
費

１
０
０
％
徴
収
を
目
指
す
方

策
は
と
れ
な
い
か
。

学
校
給
食
法
第

６
条
に
、
食
材
に
関
す
る
経

費
は
保
護
者
が
負
担
す
る
。

と
明
記
さ
れ
て
あ
り
、
保
護

者
に
は
給
食
費
を
納
め
る
義

務
が
あ
る
。
滞
納
保
護
者
の

意
識
が
変
わ
り
、
規
範
意

識
・
責
任
感
を
持
っ
て
義
務

を
果
た
す
こ
と
が
滞
納
減
に

つ
な
が
る
。
保
護
者
の
協
力

も
得
た
い
と
考
え
る
が
、
大

変
難
し
い
局
面
に
あ
り
、
現

在
の
方
策
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

給
食
セ
ン
タ
ー

の
嘱
託
職
員
は
体
力
的
・
精

神
的
に
大
変
苦
労
が
あ
る
。

ま
た
、
経
験
が
も
の
を
い
う

職
場
で
あ
る
た
め
、
一
般
職

員
と
同
等
と
は
い
か
な
い
ま

で
も
昇
給
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
調
理
上
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
阿
吽
の
呼
吸
が
必

要
な
職
場
で
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
間
の
異
動
を
な
く
せ
な

い
か
。
以
上
２
点
要
望
す
る
。

小
さ
い
子
供
が

病
気
に
な
っ
た
場
合
、
現
状

で
は
、
保
護
者
が
看
病
の
た

め
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
休
ま
れ
た
会
社
の

方
も
困
る
。
病
児
を
無
理
し

て
保
育
園
に
預
け
れ
ば
、
保

育
園
の
方
も
対
処
に
困
る
。

こ
の
三
者
が
困
っ
て
い
る
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
病
児

病
後
児
保
育
の
導
入
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

病
児
病
後
児
保

育
は
、
今
後
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で

あ
る
。
し
か
し
、
医
療
機
関

や
保
育
所
等
の
理
解
・
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
実
施

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
育

児
援
助
活
動
の
一
環
と
し
て
、

病
後
児
の
児
童
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
後
期

計
画
に
お
い
て
、
病
後
児
保

育
の
整
備
を
掲
げ
て
い
る
が
、

関
係
機
関
と
の
調
整
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
代
替

策
と
し
て
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
育
児
援
助
活
動
に

よ
り
、
会
員
の
病
後
児
を
預

か
れ
る
よ
う
、
養
成
講
座
を

開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
。
子
育
て
と
就
労
の
両
立

支
援
を
推
進
す
る
た
め
に
、

病
後
児
保
育
・
病
後
児
預
か

り
事
業
の
実
施
場
所
・
施
設

的
問
題
・
職
員
の
配
置
な
ど

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
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お
だ

こ
う
め
い

国
見
町

小
田

孝
明
議
員

食
中
毒
で

昇
格
・
昇
給
と
は

小
田
議
員

奥
村
市
長

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

小
田
議
員

奥
村
市
長

保
育
所
選
定
委
員

は
市
外
の
人
を

小
田
議
員

奥
村
市
長

酒
井
市
民
福
祉
部
長

不
祥
事
を
起
こ
し
た

職
員
の
審
査
は

小
田
議
員

町
田
副
市
長

は
や
し
だ

て
つ
ゆ
き

小
浜
町

林
田

哲
幸
議
員

雲
仙
市
景
観
計
画

林
田
議
員

奥
村
市
長

公
共
施
設
の
あ

り
方
と
活
用
は

林
田
議
員

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

林
田
議
員

山
野
教
育
次
長

国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
方
法
は

林
田
議
員

東
市
民
生
活
部
長

奥村市政のここが聞きたい

市
営
国
民
宿
舎

「
望
洋
荘
」
で
昨
年
の
１１
月

２２
日
に
続
き
本
年
の
１０
月
６

日
、
食
中
毒
を
発
生
さ
せ
た

の
は
何
が
原
因
な
の
か
。

食
品
を
提
供
す

る
こ
と
に
対
す
る
認
識
の
甘

さ
で
あ
り
、
大
変
残
念
で
あ

る
。
抜
本
的
な
改
革
を
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

職
員
全
員
が

常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
衛
生
面

に
気
を
配
り
、
お
客
様
の
立

場
に
立
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
一
番
重
要
で
あ
る
。
そ
の

体
制
を
早
急
に
つ
く
り
た
い
。

「
望
洋
荘
」
支

配
人
は
本
年
４
月
１
日
課
長

に
昇
格
し
て
い
る
。
利
用
者

に
迷
惑
を
か
け
損
害
賠
償
し
、

営
業
の
停
止
、
収
入
の
減
少

を
も
た
ら
し
た
の
に
昇
格
さ

せ
て
い
る
。
勤
務
評
価
や
人

事
の
昇
格
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
全
く
理
解
で
き

な
い
。
市
民
や
職
員
に
不
信

感
を
与
え
、
意
欲
や
士
気
を

高
め
る
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
。
人
事
、
勤
務
評
価
は
適

正
に
行
う
べ
き
だ
。

指
摘
は
真
摯
に

受
け
止
め
て
、
今
後
対
処
し

て
い
き
た
い
。土

黒
保
育
所
を

民
間
法
人
に
移
譲
す
る
に
あ

た
り
、
希
望
法
人
を
調
査
審

査
し
選
定
す
る
選
定
委
員
会

の
委
員
は
市
外
の
人
が
好
ま

し
い
。
希
望
さ
れ
た
法
人
に

よ
っ
て
は
委
員
と
「
縁
」
が

あ
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

避
け
る
べ
き
で
は
。

で
き
る
だ
け
公

平
に
選
定
さ
れ
る
委
員
の

方
々
と
認
識
し
て
い
る
。市

外

の
方
を
基
本
に
学
識
経
験
者

３
名
、
福
祉
事
業
関
係
者
２

名
、
保
育
所
関
係
者
１
名
、

合
計
６
名
（
市
外
４
名
、
市

内
２
名
）
を
選
任
し
て
い
る
。

横
領
事
件
等
に

つ
い
て
言
え
ば
、「
公
金
」

か
「
公
金
で
な
い
金
」
か
「
一

度
目
」
か
「
二
度
目
」
か
等

に
つ
い
て
市
民
と
組
織
（
市

役
所
等
）
の
間
に
、
問
題
意

識
の
と
ら
え
方
に
差
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
職
員
の
処
分
を
決

め
る
内
部
の
懲
戒
審
査
委
員

会
に
外
部
か
ら
弁
護
士
や
学

識
経
験
者
等
を
入
れ
て
審
査

で
き
な
い
か
。

今
後
、
必
要

に
応
じ
て
外
部
委
員
を
入
れ

る
こ
と
を
十
分
検
討
し
た
い
。

策
定
中
の
雲
仙

市
景
観
計
画
内
容
は
。

雲
仙
市
に
残
る

美
し
い
景
観
、
風
景
を
再
発

見
、
再
認
識
し
、
他
の
町
に

は
な
い
、
自
慢
で
き
る
風
景

を
守
り
、
残
し
て
い
く
た
め
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

さ
ら
に
は
、
景
観
資
源
の
保

全
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
景

観
資
源
を
活
用
し
、
地
域
活

性
化
、
観
光
の
振
興
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
の
他
に
は
重
要

な
景
観
資
源
等
の
維
持
管
理
、

保
全
の
た
め
の
支
援
、
市
民

や
事
業
者
が
自
発
的
な
活
動

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
市
民
団
体
、
組
織
の
認
定

と
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
も

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
と
い
う
目
的
で
雲
仙

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
と
し
て
、

小
浜
町
の
公
民
館
が
小
浜
公

会
堂
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
数
千

万
円
の
改
修
工
事
を
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
が
、
現
在
の

稼
働
率
は
。

改
修
工
事
期

間
の
関
係
で
、
前
年
度
と
の

比
較
は
難
し
い
が
今
年
は
改

修
後
増
え
て
い
る
。

現
在
小
浜
公
会
堂
は
、
文

化
庁
に
対
し
て
登
録
有
形
文

化
財
の
申
請
を
準
備
中
で
、

こ
れ
が
認
定
さ
れ
た
ら
歴
史

あ
る
施
設
で
の
会
議
と
い
う

こ
と
で
、
違
っ
た
面
で
の
Ｐ

Ｒ
の
方
法
が
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。社

会
教
育
施
設

で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
村
」

を
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
か
。

１１
月
１５
日

に
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら

答
申
書
の
提
出
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
望
ま
し

い
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

収
納
率
を
上
げ

る
た
め
の
方
法
、
手
段
と
し

て
、
１
回
に
納
め
る
額
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
納
期
を

１２
期
に
す
る
と
い
う
考
え
は

な
い
か
。

ま
ず
１２

期
納
付
に
し
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
１
期
あ
た

り
の
納
付
額
が
縮
小
さ
れ
、

税
の
負
担
感
が
軽
減
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
改

修
す
る
こ
と
に
伴
う
経
費
の

大
幅
な
費
用
負
担
、
そ
れ
と

複
雑
な
事
務
処
理
が
伴
う
こ

と
と
な
る
。
な
お
、
現
在
島

原
半
島
３
市
で
、
市
税
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

土黒保育所
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ふ
く
だ

だ
い
と
う

小
浜
町

福
田

大
東
議
員

今
後
、ど
う
な
る

日
本
の
農
業

福
田
議
員

奥
村
市
長

福
田
議
員

奥
村
市
長

福
田
議
員

奥
村
市
長

福
田
議
員

奥
村
市
長

福
田
議
員

い
わ
な
が

も
と
か
ず

吾
妻
町

岩
永

基
和
議
員

河
川
改
修
の
件

岩
永
議
員

奥
村
市
長

緒
方
建
設
整
備
部
長

岩
永
議
員

東
市
民
生
活
部
長

岩
永
議
員

奥
村
市
長

そ
の
他
の
質
問
事
項

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
参
加
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
参
加
し
た
場
合
は
、

輸
入
関
税
の
撤
廃
に
よ
り
日

本
の
農
業
は
、
壊
滅
的
打
撃

を
受
け
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
参
加
し

な
か
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
、
市
長
の
見
解

は
。

経
済
産
業
省
の

試
算
で
は
、
輸
出
減
８
・
６

兆
円
、
生
産
額
減
２０
・
７
兆

円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
換
算
で
１０
・
５

兆
円
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ

ナ
ス
１
・
５３
％
、
雇
用
減
が

８１
・
２
万
人
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
日
本
が
不
参
加
の
ま

ま
で
は
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
も
遅
延
す
る
と
の
仮

定
の
も
と
、
韓
国
が
米
国
、

Ｅ
Ｕ
、
中
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締

結
し
た
場
合
、
自
動
車
、
電

気
電
子
、
機
械
産
業
の
３
業

種
は
２
０
２
０
年
に
は
、
日

本
製
品
が
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、

中
国
に
お
い
て
市
場
シ
ェ
ア

を
失
う
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
。

日
本
の
農
業
を

守
り
、
諸
外
国
と
の
経
済
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

須
条
件
で
あ
る
と
思
う
が
可

能
と
思
う
か
。極

め
て
難
し
い

問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
先
、

国
際
社
会
の
中
で
日
本
が
独

立
し
て
生
き
て
い
く
と
い
う

訳
に
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
結
局
海
外
と
の
国
際
協

調
が
必
要
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
現
状
の
ま
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
は
出
来
な
い
と
思
う
。

日
本
の
農
業
基

盤
は
極
め
て
脆
弱
と
言
わ
れ

て
い
る
。
改
善
策
に
つ
い
て

奥
村
試
案
が
あ
る
か
。

韓
国
が
９０
年
代

か
ら
既
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
見
据
え

た
形
で
や
っ
て
い
る
。
韓
国

に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
。
一
定
の
保
護
政
策

は
必
要
と
考
え
る
。

農
業
の
構
造
改

革
等
々
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

農
業
の
大
規
模

化
、
先
端
的
な
農
業
を
育
て

て
行
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

思
い
は
同
じ
で

あ
る
。
農
業
が
成
り
立
た
な

い
と
、
観
光
産
業
も
成
り
立

た
な
い
。
す
べ
て
農
業
が
基

本
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在

の
農
業
事
情
の
ま
ま
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

農
業
改
革
を
推
進
し
、
世
界

の
潮
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
に
早
い
時
期
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

山
田
川
の
改
修

工
事
に
伴
い
、
島
原
鉄
道
の

鉄
橋
の
件
で
、
振
興
局
の
課

長
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
島

原
鉄
道
に
何
回
と
な
く
交
渉

に
行
く
が
厳
し
い
状
況
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
経

過
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
鉄

橋
掛
け
替
え
の
計
画
が
島
原

鉄
道
路
線
に
お
い
て
現
在
３

ヵ
所
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

関
係
す
る
国
土
交
通
省
、
長

崎
県
、
諫
早
市
、
島
原
市
を

含
め
て
調
整
会
議
を
開
催
し
、

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
島

原
鉄
道
側
も
理
解
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
鉄
道
工

事
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

河
川
局
長
及
び
鉄
道
局
か
ら

平
成
１４
年
１２
月
２５
日
付
の
実

施
要
項
が
通
知
さ
れ
て
お
り
、

河
川
管
理
者
か
ら
鉄
道
事
業

者
に
費
用
負
担
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
固
定
資
産
税
に
係

わ
る
特
例
措
置
を
利
用
し
て

も
、
負
担
が
現
状
よ
り
か
な

り
増
え
る
た
め
難
色
を
示
し

て
い
る
。
今
後
、
関
係
機
関
、

協
議
会
等
の
連
携
に
よ
る
協

議
を
検
討
し
な
が
ら
事
業
推

進
に
取
り
組
み
た
い
。

地
域
の
皆
様
も
、

大
変
心
配
し
て
い
る
。
固
定

資
産
税
の
、
鉄
道
工
事
者
に

対
す
る
一
部
負
担
に
つ
い
て

は
、
平
成
１３
年
度
の
改
正
に

よ
っ
て
、
河
川
と
橋
梁
新
設

等
に
つ
い
て
の
課
税
が
改
正

に
な
っ
て
お
り
、
特
例
措
置

が
出
来
る
の
で
は
な
い
の
か
。

山
田
川

改
修
工
事
に
よ
り
鉄
橋
が
新

設
さ
れ
る
と
こ
れ
に
対
す
る

固
定
資
産
税
に
は
、
１０
年
間

の
特
例
措
置
が
あ
る
。
最
初

の
５
年
間
は
６
分
の
１
で
、

あ
と
の
５
年
間
は
３
分
の
１

と
い
う
特
例
措
置
に
な
る
。

こ
れ
は
職
員
で

は
な
く
、
市
長
自
ら
３
市
の

市
長
と
良
く
相
談
し
、
島
原

鉄
道
に
お
願
い
を
す
る
か
、

何
ら
か
の
措
置
を
と
る
考
え

は
な
い
か
。

そ
の
沿
線
自
治

体
で
構
成
さ
れ
る
島
原
鉄
道

自
治
体
連
絡
協
議
会
で
協
議

を
し
て
い
る
。

・
牛
口
牧
の
内
線
の
改
良
に

つ
い
て

島原鉄道の鉄橋
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し
ば
た

や
す
の
ぶ

愛
野
町

柴
田

安
宣
議
員

都
市
計
画
区
域
指
定

の
見
直
し
は

柴
田
議
員

奥
村
市
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は

柴
田
議
員

奥
村
市
長

「
キ
ト
ラ
ス
」の

経
済
性
と
運
営

柴
田
議
員

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

新
庁
舎
建
設
は

柴
田
議
員

岸
川
政
策
企
画
課
長

も
と
む
ら

や
す
か
ず

小
浜
町

元
村

康
一
議
員

環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
対
す
る
考
え
は

元
村
議
員

奥
村
市
長

入
札
制
度
は

元
村
議
員

奥
村
市
長

職
員
定
数
適
正
化

と
健
康
管
理
は

元
村
議
員

町
田
副
市
長

元
村
議
員

畑
中
総
務
部
長

元
村
議
員

町
田
副
市
長

奥村市政のここが聞きたい

過
疎
の
町
に
指

定
を
広
げ
た
場
合
、
人
口
減

少
を
押
し
進
め
る
大
き
な
悪

影
響
が
で
る
。
旧
３
町
だ
け

や
る
事
が
出
来
な
い
か
。
用

途
地
域
指
定
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
風
致
地
区
に
つ
い

て
は
大
幅
な
縮
小
か
。
解
消

は
考
え
ら
れ
な
い
か
、
指
定

を
受
け
た
ら
４０
年
も
５０
年
も

変
更
出
来
な
い
。
地
域
の
声

を
最
大
限
生
か
し
て
審
議
の

中
で
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

安
心
、
安
全
な

街
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上

で
、
都
市
計
画
を
有
益
な
運

用
が
出
来
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
用
途
地
域
指
定
は
現

在
考
え
て
い
な
い
。
風
致
地

区
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
し

た
い
。

環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
の
参
加
が

急
に
動
き
出
し
た
が
、
農
林

水
産
業
や
地
方
に
と
っ
て
は

有
史
以
来
の
最
大
の
危
機
と

考
え
る
。
市
内
だ
け
で
２
０

０
億
円
の
農
産
物
を
生
産
し

て
い
る
が
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
る
。
結
果
的
に
地
域
が

疲
弊
し
て
し
ま
う
。
市
長
は

命
が
け
で
闘
う
気
概
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

雲
仙
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
は
衰
退
さ

せ
て
は
い
け
な
い
。
激
変
の

緩
和
を
し
な
が
ら
、
長
期
展

望
し
た
政
策
で
生
き
残
れ
る

防
御
策
を
き
ち
ん
と
や
る
必

要
が
あ
る
。

雲
仙
市
の
出
品

商
品
は
も
っ
と
工
夫
し
な
い

と
市
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
。
九
州
一
の
都
会
で
の

発
信
基
地
は
そ
の
地
域
で
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
食
材
や

商
品
、
観
光
案
内
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
が
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
原
点
だ
。

商
品
の
品
質
、

店
員
の
接
遇
問
題
に
つ
い
て

は
運
営
事
業
者
と
出
荷
者
に

対
し
て
、
大
幅
な
改
善
を
行

う
よ
う
強
く
指
導
し
た
。

庁
舎
建
設
市
民

懇
話
会
か
ら
現
在
の
財
政
状

況
の
中
で
は
「
新
庁
舎
建
設

は
行
わ
ず
」
と
の
答
申
が

あ
っ
た
。
合
併
協
定
で
は
合

併
特
例
債
の
活
用
で
き
る
期

間
内
で
新
庁
舎
を
建
設
す
る

と
定
め
て
い
る
。
ど
っ
ち
が

大
事
な
の
か
。
懇
話
会
の
議

論
の
内
容
を
公
開
す
べ
き
で

あ
る
。
出
さ
れ
て
い
る
建
設

費
４５
億
円
の
膨
大
な
数
字
で

腰
砕
け
る
よ
う
誘
導
し
た
の

で
は
な
い
の
か
。

庁
舎

建
設
市
民
懇
話
会
の
検
討
内

容
は
、
新
庁
舎
建
設
を
す
る

こ
と
を
基
本
の
設
定
と
し
て
、

色
々
な
角
度
か
ら
審
議
し
既

存
庁
舎
増
築
を
含
め
て
比
較

検
討
を
行
い
、
最
終
的
な
答

申
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
議
事
録
に
つ
い

て
は
公
開
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
公
開
し
た
い
。

農
業
が
基
幹
産

業
で
あ
る
雲
仙
市
に
と
っ
て
、

関
税
が
撤
廃
に
な
っ
た
場
合
、

市
に
よ
る
平
成
１８
年
度
農
業

算
出
額
の
影
響
試
算
は
、
米

な
ど
１０
品
目
で
７９
億
５
千
万

円
の
７８
％
、
６２
億
円
が
減
少

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

大
打
撃
ど
こ
ろ
か
農
業
の
崩

壊
で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

市
の
農
林
水
産

業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、

市
全
体
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ

る
。
国
民
総
意
の
も
と
慎
重

に
対
処
さ
れ
る
よ
う
、
近
隣

市
や
県
な
ど
と
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
要
望
し
た
い
。

市
発
注
の
工
事

等
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
本

社
を
有
す
る
業
者
に
入
札
参

加
を
与
え
、
市
内
業
者
が
施

行
で
き
な
い
特
殊
工
事
に
つ

い
て
は
、
市
外
の
業
者
に
も

参
加
資
格
を
与
え
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
。現

行
の
入
札
制

度
を
検
証
し
な
が
ら
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
よ
り
よ
い
制

度
改
革
を
進
め
た
い
。

平
成
１８
年
度
に

４
９
０
人
い
る
職
員
を
平
成

２８
年
４
月
１
日
時
点
で
３
５

０
人
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
４
３
０
人
に
な
っ
て
い

る
。
反
面
、
非
正
規
職
員
は

９８
人
が
増
え
て
い
る
。
実
質

的
に
事
務
量
が
減
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
安
定
し
た
財
政

運
営
は
当
然
と
し
て
も
、
業

務
量
に
見
合
っ
た
職
員
数
や
、

健
康
管
理
面
等
も
考
え
て
実

施
す
べ
き
で
は
。今

後
の
情
勢

変
化
を
見
定
め
な
が
ら
、
適

正
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、
職

員
へ
も
極
力
負
担
を
強
い
る

こ
と
が
な
い
よ
う
最
善
の
努

力
を
払
っ
て
い
き
た
い
。

１
ヵ
月
以
上
の

長
期
休
暇
者
が
各
年
度
１０
人

以
上
と
聞
い
て
い
る
。
各
部

署
の
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
で
あ

れ
ば
仕
事
に
も
支
障
が
出
て

く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

市
職
員
希
望
降
格
及
び
降
任

制
度
を
利
用
し
や
す
い
よ
う

配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

管
理
職
の

会
議
等
を
中
心
に
周
知
、
説

明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

職
員
採
用
で
は

市
内
に
も
就
職
先
が
な
く

困
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
。

受
験
の
機
会
を
与
え
る
た
め

に
も
、
年
齢
の
上
限
を
上
げ

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
。

近
隣
市
や
指

摘
を
参
考
に
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。



平成２２年９月２９日～１０月１日、総務常任委員８

名全員参加にて実施。北海道札幌市民防災セン

ターの取り組みについて、札幌市内にある北海道

移住促進協議会にて交流と定住に取り組む北海道

の現状について、また洞爺湖町にて定住自立圏構

想について調査した。北海道移住促進では、参加

市町村のために、北海道の魅力発信や移住体験の

場を提供するほか、移住相談窓口を設置し、「第

二のふるさとづくり」に向けて取り組んでいた。

平成２２年１０月２７日～２９日、新潟県見附市の国民健康

保険事業状況について、東京都目黒区の高齢者見守り

ネットワーク、見守りモデル事業の取り組みを研修し

た。

見附市は健康づくり４本柱の目標をかかげ、食生活、

運動、生きがい、検診に実績をあげている。目黒区は、

見守りボランティアを地域から募り、地域と密接に連

携した活動を行なっている。

平成２２年１０月２８日～１０月３０日、産業建設常任委

員会の行政調査を実施。

埼玉県川越市では蔵造りの古い街並を活用した

観光行政を調査。雨にもかかわらず、観光客が次

から次にバスで訪れていた。

神奈川県伊勢原市では、農業行政を調査。大都

会の近郊に位置していますが、イノシシ被害がひ

どく「牛の放牧」による対策に取り組んでいた。

平成２２年１１月１６日～１７日、広報委員全員出席で、山

口県宇部市にある「ぎじろくセンター」視察と、福岡

県宮若市議会広報委員会との意見交換を行った。

ぎじろくセンターでは、数多くの市議会の会議録を

手掛けられていましたが、編集作業は、多くの熟練者

の手によるアナログな作業で実施されている事に驚い

た。

宮若市議会広報委員会とは、編集作業での課題や問

題点について、互いに意見交換をした。

告報査調政行会員委
総務常任委員会文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会議会広報編集特別委員会
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平
成
２３
年
も
、
成
人
式
、
出
初
式
を
皮

切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。
表
紙
の
か
わ
い

い
子
供
達
、
雲
仙
市
の
将
来
も
力
強
く
感

じ
ま
す
。

市
議
会
も
改
選
後
２
年
目
に
入
り
、「
議

会
だ
よ
り
」
も
市
民
の
皆
様
に
、
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。

我
々
議
員
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
熱
い

思
い
に
応
え
る
べ
く
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

平

野

利

和
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内 容

付託案件審査
（文教厚生常任委員会）

付託案件審査
（文教厚生常任委員会）

付託案件審査
（産業建設常任委員会）

付託案件審査
（産業建設常任委員会）

付託案件審査
（総務常任委員会）

付託案件審査
（総務常任委員会）

委員会予備日

議会運営委員会

委員長報告
質疑・討論・採決
閉会

種別

委員会

委員会

委員会

委員会

休 会

休 会

委員会

委員会

委員会

委員会

本会議

会議時刻

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１４：００

１４：００

１０：００

曜

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

月 日

８日

９日

１０日

１１日

１２日

１３日

１４日

１５日

１６日

１７日

１８日

内 容

開会・議長報告・市長施政方針
議案上程・提案理由説明

議案調査日（全員協議会）

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

議案質疑、委員会付託

種別

本会議

休 会

休 会

休 会

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

休 会

休 会

本会議

会議時刻

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

月 日

２月２４日

２５日

２６日

２７日

２８日

３月１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

議会を傍聴してみませんか？ 平成２３年第１回
議会定例会会期予定

編�集�後�記

※あくまでも予定ですので、市政一般質問者数などにより日程が変わることもあります。
詳細については、２月１６日�開催予定の議会運営委員会で決定されます。

会期 ２月２４日�～３月１８日�（２３日間）

号

24雲仙市議会だより●第２３号（平成２３年２月）


